
労働者が、がん等の病気になってしまった時、
無理なく働き続けてもらうためには、どうすれ
ば良いのだろうか・・・。

最近は、がん等の病気になっても治療技術の進歩により、治療をしながら働き続ける人が増えています。
しかし、事業場において治療に対する配慮や適切な措置がなければ、労働者が治療と両⽴して働き続け
ることが難しくなってしまいます。ガイドラインでは、疾病を抱える労働者が治療と職業生活を両⽴
できるよう支援の取組方法等をまとめています。

●治療技術の進歩等により、がん等の「不治の病」も「⻑く付き合う病気」に変化
【例】がん５年相対⽣存率が向上（62.1％、乳がんなどは90％に達する）
●仕事をしながら治療を続けることが可能な状況
●現状、疾病を理由に離職してしまう､または仕事のために治療を断念するケースも
【例】糖尿病患者の約８％が通院を中断、その理由は「仕事（学業）のため、忙しい

から」が最多の24％
●治療と職業⽣活の両⽴⽀援の対応の仕⽅に悩む事業場が少なくない
【例】従業員が私傷病(業務に関係しないケガや病気)になった際、90％の企業が従業員

の適正配置や雇⽤管理等に苦慮

背
景

疾病を抱える労働者が、業務によっ
て疾病が悪化することのないよう、
治療と職業⽣活の両⽴のために必要
となる、一定の就業上の措置や治療
に対する配慮を⾏うことは、「労働
者の健康確保対策」として位置づけ
られます。

位
置
づ
け

●労働者の健康確保
●継続的な人材の確保
●労働者の安心感やモチベーションの向上
による人材の定着・生産性の向上

●健康経営の実現
●多様な人材活用による組織や事業の活性化
●組織としての社会的責任の実現
●労働者のワーク・ライフ・バランスの実現

意
義

衛生委員会等で調査審議の上、事業者による基本方針の表明、相談窓口の明確化、両⽴⽀
援を活⽤できる休暇・勤務制度の導⼊等、具体的な対応⽅法について話し合いましょう。

両⽴⽀援を⾏うための環境整備を⾏いましょう（両⽴⽀援の進め⽅）

北海道産業保健総合支援センターでは、治療と職業⽣活の両⽴支援のための「専門の相談
員」を配置し以下の⽀援を⾏っています。お気軽にご相談ください。
電話 011-242-7701 〒060-0001札幌市中央区北１条⻄7丁目プレスト１・７ビル２階

北海道産業保健総合支援センターでは、治療と職業⽣活の両⽴支援のための「専門の相談
員」を配置し以下の⽀援を⾏っています。お気軽にご相談ください。
電話 011-242-7701 〒060-0001札幌市中央区北１条⻄7丁目プレスト１・７ビル２階

北海道労働局・労働基準監督署

事業場における治療と職業生活の両⽴支援のためのガイドライン事業場における治療と職業生活の両⽴支援のためのガイドライン

① 主治医に勤務情報を提供
② 就業継続の可否等の意⾒
③ 労働者が事業者へ申出
④ 就業上の措置等の決定および
両⽴⽀援プランの作成 主治医

➋意⾒書

➊勤務情報

労働者 事業場

➍両⽴支援
プラン作成

（産業医等の意⾒）

●事業者等に対する啓発セミナー
●両⽴支援に取り組む事業場への個別訪問指導
●患者（労働者）と事業者の間の個別調整支援、
両⽴⽀援プランの作成等（裏⾯図参照）

●産業医、産業保健スタッフ、人事労務担当者等
に対する専門的研修

●関係者からの相談対応
●好事例の収集、情報提供
●主治医、医療従事者に対する専門的研修

治療と職業⽣活の両⽴ 厚生労働省 検 索

➌申出



（図）病気の治療と両立に向けたトライアング
ル型支援のイメージ

両立支援のための専門相談員は、主治医と会社の連携の
中核となり、患者に寄り添いながら継続的に相談支援を行い

つつ、個々の患者ごとの治療・仕事の両立に向けたプランの
作成支援などを担います。両立支援のための専門相談員に

は、医療や心理学、労働関係法令や労務管理に関する知識
を身に付け、患者、主治医、会社などのコミュニケーションの
ハブとして機能することが期待され、こうした人材を効果的に
育成・配置し、全国の病院や職場で両立支援が可能となるこ
とを目指します。

両立支援のための専門相談員

両立支援のための専門相談
員のなり手は、医療ソーシャ
ルワーカー、産業カウンセラ
－、キャリアコンサルタント。
社会保険労務士など


